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各心理臨床領域から一般的なカウン

セリングにまで幅広く活用できます。

事　例

　本事例は女子大生Ａ子のものである。Ａ子は

自己分析を希望しテストを受けた(10回法)。左記

はその内の１回分である。この事例ではテスト

施行中に、かねてから病気療養中だったＡ子の

母の死が偶然に重なった。左記のテスト結果は

Ａ子の母の死の翌日にＡ子自身が行ったもので

ある。

　ＶＧＰのＳ００やＣ－±等の反応からは、Ａ子が

現実的で生き生きとした若者特有の活力を失い

、死んだ母へのしがみつき欲求と不幸感を抱い

ていること、Ｓch±＋反応からは母の死の切なさ

を強迫的に動き回ることで乗り越えようとする様子

が読み取れた。

　ＥＫＰではＡ子の現実的行動面での混乱状態が

Ｓ±±という反応で示されていた。

　Ａ子は本テストの結果のフィードバックからさらに

自己分析を深めていった。最終的に本テストは、

死んだ母がＡ子に伝えたかった事やどのように生

きるべきかという「母の遺言」へとたどり着くきっか

けとなった。

　以上のように、本テストはクライエントの深層の

動きや、クライエントの身辺で起こった出来事がク

ライエントにどのような影響を及ぼしたのか、等を

的確にキャッチすることができる投映法であり、ク

ライエントの成長や発展に貢献できる優れてユニ

ークなツールと言える。

（事例の詳細については、「ソンディ・テスト心理臨

床に生かす活用法」2009　培風館　松原由枝著　

参照）。
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